
　　　　史跡山形城跡　二ノ丸土塁（ 北東部） 発掘調査現地説明会資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年9月10日（ 土） 　山形市教育委員会　社会教育青少年課
調査要項

　遺　　跡　　名　　国指定史跡　山形城跡
　所　　在　　地　　山形市霞城町（ 霞城公園）
　遺　跡　番　号　　１番（ 山形県遺跡地図）
　調　査　期　間　　平成２８年５月２３日～１０月２１日（ 予定）
　調　査　面　積　　約６００㎡
　調　査　原　因　　史跡山形城跡（ 霞城公園） 二ノ丸土塁園路整備事業
　遺　跡　種　別　　城郭（ 近世城郭）
　時　　　　　代　　近世・ 近現代
　遺　　　　　構　　石垣、土塀礎石など
　遺　　　　　物　　瓦、陶磁器、金属製品など
　調査事業の主体　　山形市公園緑地課
　調査実施の機関　　山形市教育委員会
　調　査　担　当　　山形市教育委員会社会教育青少年課

１　概要

　山形城跡は、最上義光が拡張整備したといわれる本

丸、二ノ丸、三ノ丸からなる平城です。現在、二ノ丸

から内側は霞城公園として憩の場となっており、昭和

61年国史跡指定を受けてから整備が進められ、二ノ丸

東大手門や本丸一文字門石垣・ 高麗門などが復原され

新たなシンボルとなっています。整備は引き続き行わ

れ、今年度は二ノ丸の土塁を発掘調査しました。

　山形城の二ノ丸土塁には土塀が廻らされ、要所要所

に６カ所の櫓が築かれていました。今回の調査区は二

ノ丸北東部に位置し、江戸時代の城絵図では、北東隅

に艮櫓（ うしとらやぐら） があったことが確認できま

す。当時、北東の方角を干支で「 艮（ 丑寅） 」 と表現

していたので、この名称があります。また、土塁の上

に廻らされていた土塀の礎石も、良好な状態で検出さ

れました。
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桜の園

弓道場

本丸一文字門

本丸北不明門

調査区

坤櫓 巽櫓

乾天狗櫓

肴町向櫓

三階櫓

艮櫓

菊丸瓦 輪違い鬼瓦（ 鯱瓦）

軒丸瓦 軒平瓦鬼瓦

ー屋根瓦模式図ー

３　出土遺物
艮櫓の周辺からは、大量の瓦が出土しました。まだ整理中ですが、総重量は５トンを超えるよ

うです。これは櫓の建替えの度に、建替え前の建物に葺かれていた瓦を周囲に投げ捨てていたこ

とによるものです。瓦が廃棄されていた土層を観察すると、おおよそ３層に分かれるのが確認さ

れたので、櫓の建替えは３度あったと考えています。特に幕末から明治初頭の土層からは、瓦が

捨てられた痕跡がよくわかりました。おそらく 、明治の廃城令にともなって壊された櫓の瓦が、

周囲に捨てられたものと思われます。

　また、堀田氏と秋元氏の家紋瓦が出土しました。このことから、少なく とも堀田氏・ 秋元氏の

時代に櫓が建て替えられたか、あるいは瓦の葺き替えが行われたことが確実です。

鬼瓦

軒丸瓦

鬼瓦は屋根の大棟などに葺かれる瓦で、厄除けと装飾などを
目的としています。この鬼瓦は秋元氏の家紋が描かれている
ので、秋元氏の時代に葺かれたことがわかります。

軒丸瓦(堀田家紋)

須恵器系陶器 信楽

軒平瓦

肥前系陶器 文久永宝

輸入磁器（ 青花）

軒平瓦

土塁の上から16世紀後半から17世紀初頭以
前の年代の陶磁器（ 須恵器系陶器・ 信楽・
肥前系陶器・ 輸入磁器など） が多く出土し
ます。これは、山形城の拡張の歴史に関わ
ります。現在の二ノ丸の堀・ 土塁は鳥居氏
時代に三ノ丸側に拡張されました。その際
前時代の最上氏時代の三ノ丸屋敷をある程
度破壊しています。その最上氏時代の遺物
が土塁の形成時に巻き上げられたものが出
土したと推定されます。

文久永宝は幕末の1863年から65
年に、幕府によって鋳造された
銭貨です。二ノ丸土塁の調査で
は初めての出土例となります。
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（ ２）　土塀礎石（ どべいそせき）
　山形城の城絵図には土塁上に土塀が描かれていま

すが、今回の調査で、その礎石である石列を検出す

ることができました。周囲から瓦が出土しましたの

で、この塀には瓦が葺かれていたと考えられます。

瓦の重量を支えるためにこのようなしっかりとした

礎石が必要だったのでしょう。

　艮櫓石垣の周囲では、礎石が２時期あったことが

確認されました。土層の堆積状況や城絵図等から、

石垣の外側の土塀礎石が古く 、何らかの理由でその

土塀が壊された後は、内側に再建されたようです。

２　出土遺構

（ １）　艮櫓石垣（ うしとらやぐらいしがき）

　艮櫓の櫓台となる石垣が検出されました。ここには、江戸時代の城絵図によると、二層の櫓が

そびえていました。検出された石垣の規模は、南北約10. 4ｍ、東西約7. 5ｍで、西側に雁木（ がんぎ）

と呼ばれる階段が設置されていました。二ノ丸土塁上の櫓石垣の調査は今回で三例目ですが、一

番上で建物を支える天端石（ 一番上の石材で建物を支える部分）まで残存していたのは初めてです。

　石垣の築造年代は、土塁の形成が元和８年（ １６２２） に最上氏が改易され鳥居氏が入部した

際の改修によるものなので、それと同時期であると考えられます。

　石垣の高さは、1. 6ｍ以上あったことがわかりました。ただし、時代を経るごとに石垣を埋める

ように周囲が整地され、幕末には地表面からの高さは70㎝程度になっていました。幕末の地表面

から、上の写真のように大量の瓦が出土しました。これは、明治の廃城令にともない、解体され

た櫓から崩落した瓦が散乱したものであると考えられます。ここから出土する瓦の年代は、幕末

の年代を示すのも、廃城による瓦の廃棄であることを示唆しています。

艮櫓の雁木（ がんぎ）
　雁木とは、櫓に登るための石垣の階段です。
雁木の石材は、未加工の玉石が用いられており
ます。石垣本体との接続方法から、本体が完成
した後に雁木が取り付けられたことがわかりま
す。本来は４段ほど存在しておりましたが、江
戸時代を通じての整地の結果、幕末には２段し
か見えなくなっていました。写真は、幕末の状
況です。

城絵図にみる幕末の艮櫓（ 水野氏時代山形城内絵図より）

江戸時代前期の土塀と艮櫓（ 正保城絵図より）

土塁の四隅にある櫓は、方向を示
す名称が付けられています。
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